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説
葉
市
ザ
九
三
割
以
d
u

所

一

最

町

裁

剣

所

裁

剣

官

の

佐

官

言

語

辞

諮

問

M
一

電

話

の

か

け

方

汁

町

山

引

割

引

間

一

泊

料

一

国

民

審

査

に

つ

い

て

(

一

昨

町

五

時

日

間

同

五

日

汁

討

が

錫

時

一

取

衣

方

τが
あ
る
o

電
話
手
の
応
答
士
一
京
、
務
長
さ
ん
は
居
り
ま
一

涼
一
"
御
承
知
の
よ
う
に
衆
議
院
議
一
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
衆
一
る
者
に
つ
い
て
い
引
の
地
十
あ

τな
罷
免
の
意
志
表
示
が
な
い
了
レ
E

電
話
を
発
明
し
て

L
「

何

番

へ

」

ー

一

日

抗

日

諸

問

れ

れ

枕

恥

一

旦
眠
時
抑
制
時
能
[
師
同
時
一
臨
時
間
議
案
口
一
削
れ
れ
抗
措

u
r
M話
一

許

諾

諾

1
1一
部

一

ほ

ど

い

町

立

と

4

江

川

崎

刊

誌

γ
一
円
山
山
川
町
沼
位
以
一

同
一
行
う
と
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
一
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
雪
一
ま
す
。
即
ち
そ
れ
は
同
じ
バ
投
一
其
の
他
は
総
て
衆
議
院
議
員
一
三
年
を
過
ぎ
る
と
思
ふ
一

l
(と
や
ら
れ
た
の
で
は
、
一
う
か
と

E
0
3居
り
ま
す
一

打

一

都

弘

前

に

制

長

問

一

語

れ

ほ

持

は

紘

一

マ

訪

れ

れ

わ

れ

約

五

時

計

話

回

互

い

建

鰐

足

れ

わ

一

時

訪

問

訪

れ

れ

一

芸

れ

は

欄

忠

告

一

」

一

主

主

思

議

糊

一

訪

れ

山

国

良

子

同

じ

く

一

れ

%

は

確

認

的

行

為

で

あ

り

一

語

持

団

投

下

野

町

一

日

説

明

取

れ

れ

一

M
M日
ば

月

比

一

5
u訪

日
村
い
い
一

一
一
ゆ
封
印
日
目
立
一
時
計
砂
防
れ
わ
ぷ
れ
一
口
閥
幹
部
時
散
下
の
綴
一
関
説
明
州
訪
問
沼
郡
一
く
無
駄
な
通
話
が
多
す
ぎ
る
。
一
都
忠
弘
子
日
立
一
芸
し
い
。
干
し
た
こ
と
だ
が
一
九
一

一

一

会

話

一

打

予

言

五

一

日

一

-KM

謀
議
FhH町
一

R

E

i

-

-

z

一

詩

吟

湾

問

初

日

比

一

も

持

諮

問

州

五

時

刊

誌

訴

百

一

語

齢

別

手

詰

一

し

一

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

一

円

、

×

認

許

認

ト

同

日

一

除

問

守

防

軒

下

町

邸

主

と

伽

駐

日

い

方

々

べ

一

注

野

村

い

れ

な

る

。

一

一

-

A

j

一
と
思
へ
ば
伺
も
警
か
な
い
で
そ
一
に
依
る
雑
音
と
し
て
で
な
く
、
一
問
答
さ
れ
る
場
合
に
は
必
ず
一
相
手
を
た
し
か
め

L
必一

一ヶ

i
f
;一二
月

二

十

七

日

一

皆

川

市

訪

れ

れ

れ

笠

宮

設

計

三

昔

話

長

時

一

軒

」

誌

誌

註

一

一
約
束
致
し
ま
し
た
三
大
政
綱
、
一
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
(
青
島
は
午
後
五
時
迄
)
一
院
措
置
の
選
挙
の
投
票
箱
と
同
一
@
電
話
手
の
方
々
へ
一
如
の
名
前
を
相
手
ア
」
分
る
様
乙
一
べ
き
だ
。
こ
れ
が
な
い
為
に
槌
一

一

即

ち

文

教

の

振

興

、

生

産

の

拡

一

一

じ

箱

に

入

れ

る

の

で

あ

り

ま

す

一

信

号

を

送

る

と

ス

ィ

。

三

喜

て

下

さ

い

o
f

、

」

分

無

駄

が

出

来

る

。

一

一

切

経

由

時

前

日

一

衆

議

院

議

員

選

奉

投

票

日

一

L

M
臨

時

抗

日

ド

一

川

町

叫

ん

削

氏

一

志

待

一

切

れ

M
N
一

頭

刊

誌

訪

問

建

一

一

た

議

会

置

を

と

共

に

、

慎

一

手

一

や

め

さ

せ

よ

う

と

す

る

裁

判

官

一

一

わ

か

、

す

そ

う

で

す

。

こ

れ

一

パ

キ

話

を

運

ぶ

こ

と

L
、
豊
一

一

重

し

ん

議

全

地

域

に

豆

る

均

衡

一

最

高

裁

列

所

裁

判

官

園

民

審

査

投

禁

日

一

が

あ

れ

ば

そ

の

氏

名

を

点

字

で

一

繰

上

嘗

謹

一

一

た

け

の

無

駄

が

消

え

る

の

で

あ

一

日

詩

作

品

説

お

附

一

、

一

を

失

せ

主

体

細

心

の

注

意

を

一

一

記

載

し

、

や

め

さ

せ

る

必

要

が

↓

第

-

選

挙

区

(

旧

長

浜

町

)

よ

一

一

る

。

一

一

一

払

ひ

、

之

が

達

成

道

し

、

以

一

，

一

な

い

と

思

へ

ば

そ

の

ま

L

何
も
一
り
当
選
の
栄
を
か
ち
得
た
山
工
ま
し
て
や
受
話
器
を
外
し
=
一
手
を
呼
び
出
し
取
警
な
し
で
一

一
い
羽
一
日
同
時
三
と
す
る
一
寸
衆
議
院
議
員
の
投
票
が
終
っ
て
か
ら
審
査
の
投
票
を
し
て
下
さ
い
一
書
か
な
い
で
投
入
す
る
の
で
あ
一
満
足
、
警
の
決
定
を
も
よ
ま
L
肝
心
の
電
話
と
は
話

L
語

院

に

い

日

付

開

市

一

一
ー
よ
り
五
奔
す
の
私
可
一
衆
議
院
議
員
の
投
票
は
候
補
者
の
氏
名
義
票
用
紙
に
書
く
の
で
す
が
国
民
一

J
Vに
国
民
審
査
は
、
衆
石
川
脳
幹
裂
が
日
門
前

H
M段
以

誌

ぽ

一

文

書

な

ど

の

場

合

は

要

一

戸

皆
様
方
の
有
難
い
御
支
持
に
一
下
、
明
朗
円
滑
な
町
政
の
樹
立
一
関
わ
け

T滋
持

何

支

一

審

査

は

X

の
印
を
つ
け
る
か
そ
の
ま
L
何
も
書
か
な
い
で
投
箱
す
る
か
の
二
一
時
開
滝
村
ば
臨
時
抗
主
γ
一
日
委
員
会
を
開
高
生
の
に
抗
日
と
受
話
器
を
耳
に
当
一
日
訪
問
軒
目
い
謀
説
一

別

立

性

的

臨

時

訪

問

言

語

刊

誌

注

目

一

吟

切

に

切

に

お

願

ひ

致

し

ま

一

た

通

り

で

す

否

認

訪

問

諮

問

一

…

凶

器

官

当

官

民

間

府
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ω閉
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4
1
1
1
1

斗
斗
討
幻
A引
引
二
電
喜
諮
も
主
社
会
の
公
器
で
あ
主
之るL
一

一

一

玄

の

職

に

あ

る

、

も

お

の

で

あ

る

と

き

三

一

ロ

法

眉

第

舟

百

九

十

土

中

七

古

uどh条
粂
の
二
第
一
で
き
な
い
場
合
は
こ
れ
以
外
の
一
止
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
一
瞬

u
n日
目
自
層
圏
自
盟
自
自
園
箇
層
圏
闘
悶
起
一
一
身
制
以
っ
て
空
港
を
導
か
れ
た
一
今
か
け
て
ゐ
る
あ
な
た
だ
げ
の
一

一

公

職

選

奉

法

の

一

日

開

れ

詩

詩

諒

一

ト

問

団

レ

日

韓

能

町

一

諸

団

古

川

内

川

口

と

と

一

催

口

説

け

れ

拾

い

一

一

;

3

A
ミ

一

一

切

語

以

前

日

枯

れ

γ
一

位

設

立

川

祐

一

町

一

一

諸

問

め

と

み

な

す

こ

と

一

超

誌

れ

れ

に

イ

の

す

一

選

手

鵠

刊

誌

盟

;

っ

て

青

年

団

其

の

他

一

「

H
L
v
i
-
-」

一

は

い

可

愛

福

寄

る

次

第

で

一

話

長

前

締

結

闘

は

一

一

部

改

正

に

つ

い

て

一

七

、

重

複

立

候

補

の

禁

止

の

一

回

数

を

乗

じ

て

望

号

室

一

運

転

士

又

は

船

員

を

除

い

て

四

一

の

主

催

の

立

会

演

説

会

は

禁

止

一

刻

-

一

一

て

君

主

活

用

す

る

営

努

一

一

、

一

現

定

が

明

白

に

さ

れ

た

。

一

え

な

い

こ

と

。

一

人

以

内

と

し

て

、

委

員

会

主

一

さ

れ

る

と

と

と

な

る

。

一

慌

し

い

選

挙

の

あ

ら

し

に

日

一

っ

た

。

一

町

議

員

山

田

浦

氏

一

め

た

い

も

の

で

あ

る

。

一

プ
昭
和
二
十
九
年
十
月
八
日
公
一
つ
い
て
選
挙
区
が
あ
る
と
ぎ
は
一
八
、
選
挙
事
務
所
に
は
選
挙
一
ニ
選
挙
事
務
所
に
お
い
て
食
一
め
る
腕
章
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
一
二
十
一
、
二
以
上
の
選
挙
が
一
夜
い
そ
が
し
く
立
幼
い
て
い
る
一
責
任
感
の
強
い
氏
は
館
一
ミ
一
ェ

i
ト
、
ア
リ
セ
l
ナ
l
、一

一
号
室
の
一
部
を
改
正
す
と
そ
の
区
域
を
も
っ
て
開
票
区
と
一
管
理
委
員
会
が
交
付
す
る
標
札
一
事
す
る
た
め
又
は
携
行
す
る
と
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
一
一
長
浜
町
役
場
へ
二
つ
の
悲
し
い
一
の
運
営
に
当
つ
て
は
、
通
一
号
品
県
皇
早
く
カ
一
ア
ノ
ナ
1
、
と
誠
に
ハ
タ
で
開
一

一

J
一
と
と
と
-
。
一
喜
一
で
な
け
れ
ば
工
ら
え
め
で
あ
る
こ
と
。
一
十
六
、
自
動
車
の
よ
で
は
選
一
行
わ
れ
る
場
合
一
の
選
挙
の
選
一
出
来
ど
と
が
、
し
か
も
何
れ
も
一
り
寝
食
を
忘
れ
て
の
糟
り
一
会
川
の
お
採
取
の
こ
と
に
で
て
い
て
も

3

(

筆一

新

一

暗

黙

認

利

子

詰

か

一

J
耳
批
?
に
設
置
一
こ
ど
と
さ
れ
た
。

T

T

一
十
一
、
連
呼
行
為
は
全
部
禁
一
挙
運
動
は
出
来
工
、
が
、
停
止
一
挙
運
動
の
期
間
選
の
選
挙
の
一
突
如
と
し
て
お
と
ず
れ
た
の
で

7
、
余
り
に
も
神
経
を
過
す
な
、
東
洋
砂
利
株
式
会
社
を
一
加
か
け
方
の
人
が
多
議
だ
。
一

向

一

同

時

宗

主

民

主

弓

鰐

訪

問

日

一

を

思

議

匂

諸

説

一

軒

許

臨

時

切

と

し

た

自

動

車

の

山

河

口

一

語

れ

れ

い

昨

日

γ
一

あ

っ

た

。

一

常

時

間

特

性

一

服

公

笹

野

良

一

ゐ

訪

問

組

問

手

都

一

毎
一
に
つ
い
て
は
、
次
の
総
選
挙
ム
し
た
。
尚
定
数
増
加
の
場
合
に
一
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
一
こ
の
限
り
で
な
い
。
一
こ
と
は
差
支
へ
1
一
一
町
一
職
員
金
橋
勝
氏
一
慎
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
た
一
の
如
く
慕
は
れ
て
い
た
。
一
が
実
現
し
た
場
合
、
書
机
な
通
一

(
一
ら
施
行
さ
れ
る
と
と
L

な
り
れ
一

M
増
員
選
挙
の
規
定
義
け
ら
一
と
さ
れ
た
o

一
士
一
、
拡
声
機
の
使
用
事
一
れ
、
ポ
ス
タ
ー
、
立
札
、
看
板
一
で
の
問
は
、
そ
の
投
票
所
の
入
一
一
昨
年
士
一
月
よ
句
、
集
長
、
多
く
を
語
ら
な
一
宮
限
げ
ら
れ
て
、
宮
市
外
一

止
し
た
。
従
っ
て
既
に
行
わ
れ
ま
す
た
。
一
十
、
従
来
選
挙
運
動
に
関
し
一
議
院
の
全
国
区
を
除
く
外
す
ベ
一
言
自
動
車
に
掲
示
す
る
と
と
一
口
か
ら
三
宮
内
の
区
域
で
は
一
氏
は
旧
佐
官
、
昭
和
十
二
一
館
誌
は
専
ら
寄
与
、
今
回
新
町
議
会
議
員
と
一
通
話
時
よ
り
も
逆
に
ビ
ジ
ト
が
;
了

1
一
し
た
知
事
、
町
長
、
町
議
の
選
一
三
、
法
第
八
十
九
条
に
ょ
っ
一
翼
以
外
の
飲
食
物
を
提
供
ナ
一
て
一
揃
と
さ
れ
た
。
そ
の
他
に
一
は
、
禁
止
さ
れ
た
。
一
街
頭
演
説
又
は
演
説
会
を
す
る
一
年
二
月
か
ら
十
七
年
七
月
迄
旧
一
ヵ
4
意
の
健
筆
を
し
て
立
候
補
す
る
に
当
つ
て
は
一
多
く
な
り
、
用
を
き
ぬ
と
と
も

告

詰

監

事

龍

也

市

出

間

知

山

間

帯

諮

器

出

石

!

日

ペ

ペ

川

町

山

内

守

が

で

き

な

い

こ

と

と

さ

れ

一

諮

問

一

車

内

一

服

部

川

町

市

説

明

十

一

一

部

拠

能

的

弘

前

J

和
一
員
の
選
挙
及
び
三
月
以
後
喜
一
員
の
職
を
辞
し
た
も
の
と
な
す
一
は
社
会
選
刊
の
一
ゅ
の
行
為
と
一
と
さ
れ
た
。
一
き
さ
の
制
限
が
現
守
れ
た
一
二
十
二
氏
名
掲
示
は
投
票
一
設
立
郡
信
託
一
色
訪
日
鍔
許
ゎ

ζ
は

一

城

主

将

昨

日

利

下

村

一

一

A

昭
一
一
時
耕
一
時
一
告
知
県
脱
出

rrt…
一
品
排
出
現
時
五
訪
れ
は
一
間
前
…
一
一
一
時
一
昨
船
出
品
開
諮
問
…
話
一
品
川
一
一
出
現
場
一
一
一
下

付

一

松

山

口

一

一

一

一

一

一

一

一

一

仲

間

指

揮

一

諮

問

首

位

け

一

盟

関

革

問

一

さ

い

り

一

一

臨

時

均

一

に

日

付

一

三

伝

子

一

一

搬

出

倒

的

一

部

一

日

宅

一

諜

詰

日

一

臨

時

…

郡

山

耕

一

ょ
に
よ
る
の
で
あ
る
が
市
町
村
一
ば
な
ら
E

、
も
の
と
さ
れ
た
、
一
イ

F

泥
ね
い
等
の
悪
路
そ
の
他
や
む
一
時
間
後
の
問
は
三
町
以
内
で
街
一
強
化
、
そ
の
他
の
改
正
が
行
わ
一
運
営
を
委
ね
ら
れ
、
兼
ね
て
亘
書
長
、
ま
容
で
あ
る
。
一
謹
ん
で
一
哀
悼
の
意
を
表
す
る
も

の
選
挙
に
の
乙
一
六
、
事
挙
人
が
兼
職
禁
止
を
得
な
い
事
情
で
そ
れ
が
使
用
百
演
説
又
は
個
人
演
説
会
事
一
れ
て
い
る
o

光
事
務
長
っ
て
来
た
の
で
あ
一
人
の
為
に
さ
は
あ
れ
、
嗣
子
俊
弘
君
が
一
号
室
。

1
4
1
1
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一帯

、

、4

-
ず品

屯

色目

> 

Jヲ

新

時

初

議

命

日

二
月
十
五
日
話
集
議
曾
構
成
、
な
る

~一J 

壱軽

昭和30年2月10日(二)、

ト

f 

r 

寸

~--\ 

普

l
i
l
i
-
-
i
z
-
-
J
t
E‘
、
吉
宗
A
ま
2刑
判

b
1
1

、

議

宮
亀
久
雄

副
議
長

長

曾構成表

長

務

一

向

(

一

委
下
l
1
1
1
γ
l
l

副
一

:
t
一

O
東

啓

一

0
↑

山

間

関

一

稲

削

政

光

l

j

↑

河

内

作

右

ヱ

門

生
一

。
村
ム
惟
一

本
豆
沼
一
太
郎

後
藤
忠
雄

。
今
村
林
吾

村
本
伊
太
郎

川
井
百
太
郎

O
出
四
回
利
広

南

関

豊

藤
沢
梅
太
郎

古口一戚

梅
捻

愛
明

。
久
保

塚
小

也
市
附
ム

。委員長

厚

。
河
内
作
右
エ
門

亀

岡

政

重

尾
崎
運
街

常任委員会委員

。
松
本

後
藤

今
村

。
小
西
山
山
町
己

村
本
伊
太
郎

二
宮
金
之
助

。
後
藤
熊
市

村
上
惟
デ

林
日
出
獄

0 
石日門
田野田

委員

文

。
藤
沢
梅
太
郎

塚
木
梅
雄

松
本
垣
生

宮

本

陣

雄

未
定

O
稲
田
政
光

泉

信
二
宮
金
乙
助

水渓

令町議

経商

i 出
酒
井

親

土
居

長 瀦

浦
上

愛
明

矢
問

村
本
伊
太
郎

畑
山

徳
夫

大
野

j 

時
谷

赤石小
穂回西

直政莞
城雄己

林忠垣
吾雄生

久本矢 1J宅i甫亀i川赤矢
保間同|崎上岡|弁穏間
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者太菩 IJ塁愛政|太直菩!民 熊
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門泉後
回 藤

政義豊
雄満市

日
野
義
満

林
日
出
猪

津
田
利
広

善
男

日
野

豊

増
田

晴
茂

孝
室

久
保

正
NH 

生

一

一

第

三

十

四

号

長

浜

町

議

す
る
に
か
ぎ
り
ま
寸
1

化

膿

し

一

何

卒

私

共

の

こ

の

熱

意

の

上

一

一

て

内

部

に

大

き

な

芯

が

出

来

て

一

に

皆

様

方

の

温

い

激

励

の

手

を

一

諒

一

一

一

一

一

日

間

一

日

刊

誌

一

一

て

月

の

か

ら

で

は

切

解

手

術

も

厄

介

で

一

加

へ

て

頂

ぎ

ま

し

て

新

生

大

長

一

会

の

議

員

の

定

数

条

例

を

療

止

一

V
出

御

ざ

い

ま

す

。

皆

様

も

私

共

も

一

浜

町

の

育

成

に

卸

尽

カ

賜

ら

ん

一

一

長

浜

共

に

町

民

か

ら

選

ば

れ

又

信

任

一

事

を

懇

願

致

し

い

引

し

て

御

挨

拶

一

す

る

条

例

制

定

の

件

一

高

崎

二

郎

三
A目
白
一
一
一
日
軒
町
民
自
だ
i
品
百
月
一
紅
白
ゴ
一
三
一
一
E
一
の
柔
り
で
あ
る
か
も
知
れ
ま
一
を
得
て
町
の
お
仕
事
を
さ
せ
て
一
と
致
し
ま
す

O

L

L
ト

正

品

川

崎

問

団

一

増

田

友

高

知

一

討

に

日

昨

日

目

立

閥

抗

日

間

諮

問

何

時

一

日

ド

ロ

語

将

一

閥

抗

日

訪

問

民

忠

一

ゎ

当

時

間

日

訓

郡

山

町

一

日

駐

日

明

日

明

日

一

時

諒

一

さ

れ

、

一

日

百

問

の

会

期

を

も

っ

て

閉

会

し

た

。

=

一

日

時

代

日

白

川

一

位

一

一

日

比

一

花

、

ら

制

注

机

刊

誌

純

一

一

昨

日

常

一

一

時

民

ト

問

臥

一

回

目

に

則

り

大

局

的

完

地

よ

り

賛

一

一

一

問

問

問

一
開
会
富
町
民
よ
り
左
記
の

J
N
一

日

一

日

一

日

は

相

当

の

困

難

一

出

来

る

と

存

ず

る

の

で

御

座

い

一

く

常

に

よ

ど

み

な

き

町

政

が

取

一

が

そ

れ

ぞ

、

万

場

一

致

で

当

選

一

回

日

当

ぷ

品

川

相

れ

一

諸

問

善

畑

一

通

り

挨

拶

が

な

さ

れ

た

。

一

主

忘

さ

れ

る

の

が

迎

例

で

あ

一

ま

す

。

即

ち

お

互

が

お

互

の

個

一

選

べ

る

様

に

致

さ

ね

ば

な

ら

ぬ

一

さ

れ

た

。

一

両

立

し

投

票

の

葉

、

否

決

と

一

西

岡

正

則

一
本
日
初
の
町
議
会
を
崖
さ
る
一
り
ま
す
る
が
、
私
は
皆
様
や
私
一
性
を
認
め
合
ひ
大
い
な
る
和
の
一
と
存
じ
ま
す
。
一
後
議
会
議
案
の
審
議
に
入
り
一
工
つ

2

一
清
水
長
寿

一
る
に
当
り
ま
し
て
、
二
百
富
士
ハ
の
考
へ
方
に
お
い
て
、
京
一
精
神
と
愛
情
と
を
以
っ
て
手
之
宮
警
と
役
場
と
は
唇
歯
一
議
案
第
一
号
長
浜
町
議
会
規
宍
て

T
干

五

号

長

浜

町

監

一

幹

斡

一

拶

を

申

上

げ

た

い

と

存

じ

ま

す

一

に

之

を

達

成

し

得

る

も

の

と

信

一

た

ず

さ

え

て

行

き

ま

す

る

な

ら

一

哨

車

と

申

し

ま

す

る

か

、

常

に

一

則

一

査

委

員

設

置

及

び

麦

粉

執

行

条

一

徳

本

岩

蔵

一

て

叩

誌

は

訪

日

立

ば

日

明

河

口

紅

一

時

持

芯

刊

刊

日

開

制

一

一

間

抗

日

程

盟

旦

ゲ

第

一

一

号

制

胤

臨

時

一

例

閥

幹

通

事

一

搬

F
竪

一

一

品

川

…

宗

一

一

一

開

閉

山

部

品

開

一

一

一

即

日

時

間

即

時

一

品

目

的

出

問

山

一

一

行

一

一

日

間

郡

山

一

委

一

記

長

日

誌

一

一

一

耕

一
気
見
議
員
諸
賢
の
-
方
な
ら
ぬ
一
た
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
が
、
適
度
一

1
ル

に

従

っ

て

飽

く

ま

で

も

議

一

議

員

各

位

を

お

迎

へ

し

私

共

了

第

四

号

議

会

選

出

教

育

一

右

削

理

事

者

の

要

望

に

一

出

海

一
御
高
配
御
援
助
を
賜
ら
ね
ば
な
一
の
調
和
を
得
る
こ
と
に
よ

2
一

会

中

心

主

義

を

堅

持

し

、

適

正

一

は

皆

様

の

駿

尾

点

れ

需

の

一

委

員

選

任

に

つ

一

よ

り

保

留

一

抑

制

弘

一
ら
ぬ
の
で
御
座
い
ま
す
。
一
り
優
れ
た
物
質
を
生
み
出
す
こ
一
妥
当
な
る
運
営
を
期
す
べ
く
決
一
努
力
を
誓
ふ
も
の

v
f
さ

い

ま

一

い

て

一

庁

第

三

十

七

号

岡

定

資

産

一

り

一

す

詑

至

目

見

詰

ぃ

吋

一

日

日

r
Rた

る
主
で
御
座
一
日
切
れ
蜘
れ
れ

P
M
Aす
ド
日
は
切
角
の
初
議
会
で
御
一
グ
第
五
号
臨
時
目
立
d
一

評

価

委

員

会

条

例

制

定

の

件

一

時

和

正

一間

H
H
U
H
-様

子

一

h科
目

時

代

Utu一

語

刊

誌

訪

れ

一

長

引

話

相

位

。

第

六

J
目

立

骨

一

一

一

一

一

一

割

問

一

一

一

一

引

便
一
臨
時
間
川
崎
市
崎
県
即
時
一
認
知
…
…
山
一
見
出
出
品
一
一
一
諸
島
世
一
つ
れ
持
訂
し
た
一
副
知

一

山

岳

M
d
u
v
r一
日

駐

在

話

三

時

γ刊
誌

時

制

球

日

開

一

川

以

内

語

性

詔

一

崎

県

川

一

品

目

い

ら

ド

γ圏
直
一
;
盟
国
軍
;
岡
三
三
三
一
回
E
E
l
-
-
E
『
『
町
四
聞

2
i
t
i
t
i
l
-
-
i
i

一

時

下

高

立

問

の
一
三
一
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守備
u
h
E
U
-
-
一
出
か
け
て
話
引
由
化
礼
ー
に

i
t
z
hは
街
目
配
昨
的
に
か
い
か
)
芝
町
だ
目
配
千
円
い
い
か
苧
え
な
一
も
、
金
の
か
か
ら
ぬ
選
挙
に
す
一
禁
を
犯
す
こ
と
が
、
そ
れ
ほ
ど
一
大
預
実
長
女

一
ぬ
仰
ノ
襲
撃
重
助
二
一
長
浜
町
の
場
合
、
最
低
二
十
一
て
自
転
車
や
人
事
に
乗
っ
て
一
る
と
一
之
、
古
い
儀
礼
に
こ
だ
ム
こ
と
も
、
戸
別
訪
問
式
を
互
い
の
が
建
前
で
あ
る
。
一
る
の
も
、
只
単
に
こ
の
一
点
で
一
強
い
罪
悪
感
を
伴
は
ず
、
比
較
一
鈴
木
望
号

云
餓
鵠

J

一一
M
J
i
l

一
日
間
は
是
非
ほ
し
ト
も
の
で
あ
一
弘
日

H
U
M
-引
長

時

間

官

舎

1udd~」

と

一

と

ド

刊

誌

弘

三

d
u日
付

与

や

弐

千

缶

詰

時

間

足

立

一

組

轄

二

L

Z
W

つ

い

て

一

干

物

の

制

限

7動
車
は
無
差
へ
な
い
の
一
の
手
段
は
抹
殺
さ
れ
そ
う
に
な
一
時
人
間
と
い
て
ぶ
も
工
派
手
な
ス
タ
ー
ト
が
為
さ
れ
た
一
は
し
た
望
、
当
選
し
た
ら
何
一
私
は
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
思
一
畑
町
二
毘
主
湖

町
一
一
国
し
い

r
rに

つ
い
て

;
2経験
を

持

つ

日

子

下

位

昔

日

目

立

限

切

特

訓

Hr--許

可

ロ

わ

日

正

ιい
市

山

明

日

一

軍

出

川

市

立

問

問

中

間

…

日

出

一

一

江

口

抗

日

間

一

月

田

jh口

一
一
挙
運
動
を
し
た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
る

o

は
た
で
眺
め
て
一
一
い
て
、
二
ケ
所
に
百
一
る
個
人
演
一
自
転
車
で
罪
主
則
さ
れ
る
一
頼
む
と
談
じ
込
む
の
は
普
通
の
一
一
併
し
私
は
そ
れ
て
は
い
け
な
一
た
の
尊
い
選
挙
時
を
呪
い
広
一
っ
て
禁
令
は
す
べ
て
巌
正
に
行
一
浜
田
仁

一
一
い
た
と
き
と
、
実
際
に
プ
ツ
か
つ
て
見
た
と
を
と
の
、
感
覚
的
(
一
説
会
へ
の
同
博
士
の
送
迎
に
さ
え
一
の
に
何
故
輩
少
で
は
許
さ
れ
な
一
も
の
と
見
過
し
て
よ
い
の
で
は
一
特
に
「
よ
ろ
し
く
」
と
「
ぁ
一
い
と
恩
ふ
。
一
う
と
す
る
輩
に
芦
し
ブ
し
7
一
い
得
る
性
格
一
を
具
備
し
て
い
る
一
白
石
オ
イ
エ

一
一
括
り
を
泌
々
単
一
点
た
の
で
あ
っ
た
。
以
下
僅
か
ば
か
り
の
ニ
も
車
は
許
き
れ
な
い
の
で
あ
る
一
い
の
か
、
了
解
に
苦
し
む
も
の
一
な
か
ら
う
か
。
要
は
そ
の
内
容
一
り
が
と
う
」
と
は
日
本
人
の
挨
一
町
村
を
単
位
と
す
る
選
挙
で
一
品

2
2
2童
砕

し

て

と

を

必

要

と

す

る

。

一

清

水

喜

一一

t

y
通
じ
て
で
ヂ
め
る
が
断
行
的
に
感
想
を
連
ね
て
、
大
方
ニ
従
前
の
小
規
模
の
も
の
で
あ
一
が
あ
る
。
一
に
つ
い
て
吟
味
さ
れ
、
制
限
さ
一
拶
の
と
き
の
常
套
垣
間
と
な
っ
て
一
今
世
間
に
流
布
さ
れ
て
い
る
如
一
て
頂
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
一
こ
の
く
ら
い
は
見
逃
さ
ね
ば
一
友
沢
ヤ
ス
エ

行
一
玄
批
判
を
乞
ひ

v

こ
う
し
た
芦
の
穿
り
に
依
り
、
実
情
に
即
し
こ
れ
ば
何
等
痛
浮
か
}
感
じ
な
い
の
一
こ
れ
き
u
法
の
欠
陥
と
し
て
一
る
べ
き
で
あ
る
と
思
ふ
。
一
い
る
如
く
、
古
芸
術
辞
を
述
べ
一
一
選
挙
に
要
す
る
経
費
は
、
現
一
士
、
五
2
あ
る
ま
、
と
云
ふ
様
一
田
中
礼
市

発
一
一
た
改
正
が
行
は
れ
る
絡
と
も
な
ら
ば
幸
と
思
ひ
、
敗
て
卑
見
を
一
一
で
あ
る
が
、
合
併
後
の
町
村
で
一
是
正
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
即
ち
利
益
誘
導
的
な
意
味
を
一
る
と
と
は
我
国
の
良
雲
俗
に
一
引

r一
一
日
同
町
村
山
日
目
一
行
基
準
の
よ
に
若
干
の
広
域
性
一
引
の
行
あ
れ
ば
ヂ
る
こ
と
一
喜
多
灘

回
一
一
公
開
す
る

γ

も

の

で

あ

る

。

二

は

や

り

き

れ

な

い

。

LAV戸
別
訪
問
一
含
め
た
り
、
強
要
乃
至
は
恐
喝
一
数
え
ら
れ
る
大
き
な
も
の
の
一
一
王
ら
一
一
を
考
慮
し
た
増
額
に
止
め
、
候
一
そ
れ
白
体
に
無
理
が
あ
り
、
こ
一
藤
細
川
理
子

闘

す

運

動

期

間

一

で

あ

っ

パ

一

つ

刊

以

下

得

一

仁

川

詰

目

立

目

前

一

あ

な

ど

伝

聞

は

町

一

れ

即

時

日

間

計

五

ロ

甘

い

封

印

古

前

九

一

選

挙

の

清

浄

は

期

一

日

刊

は

れ

川

十

封

印

す

れ

恥

批

判

日

時

間

的

一

櫛

生

後

藤

-

平

一
大
体
国
や
県
の
選
挙
に
倣
つ
一
な
い
と
一
る
手
段
と
し
て
は
、
直
接
島
幸
一
?
で
選
挙
を
行
い
得
る
者
;
一
に
入
れ
ね
ば
損
だ
と
か
云
ふ
様
一
限
り
で
あ
り
、
非
礼
?
い
る
を
今
の
基
準
の
上
に
、
選
挙
区
一
る
様
、
相
共
に
協
力
願
ひ
た
い
一
で
は
な
か
ら
う
か
。
一
内
田
ブ
ジ
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日

時

下

山

崎

町

諮

問

一

昔

話

口

説

話

7
誌

に

伽

日

間

関

空

間

m
m
u
h
M
M
M
V時
一

判

明

日

一

U
M
q日
一

時

間

紅

白

依

一

九

日

時

司

自

民

石

川

均

時

四

休

刊

誌

一

ば

計

m

r

iつ
の

選

一

日

時

け

U
b
M対
抗
守
一
か
に
別
動
隊
編
成
と
一
三
宮
一
戸
れ
は
い
れ
刊
誌
計
一
尤
も
街
頭
、
個
人
、
立
会
等
一
行
為
を
取
締
る
上
に
も
、
却
つ
一
る
当
者
段
、
解
禁
さ
れ
て
一
で
あ
る
。
我
々
の
代
表
と
し
て
一
に
あ
る
と
忠
は
れ
る
。
一
挙
の
中
既
に
三
つ
の
も
の
を
一
占
禁

又
そ
れ
が
大
勢
に
影
響
を
及
ぼ
一
邪
道
脱
司
法
行
為
に
陥
ら
し
む
る
一
も
の
で
も
る
一
の
ま
誌
に
お
い
て
、
候
補
者
一
て
プ
ラ
ス
す
る
の
で
は
あ
る
ま
友
る
べ
き
だ
と
思
う
。
一
圭

fSLこ
走

pip-百
戸
、
一

i

j語
E
r
a
t
?
?終
っ
た
。
残
さ
れ
ほ
後
の
四
っ
一
四
川
ム
実
雄
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